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(57)【要約】
【課題】再汚染防止能と液安定性とを向上させた液体洗浄剤組成物を提供すること。
【解決手段】（Ａ）ノニオン界面活性剤、
　（Ｂ）直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸
塩及びアルカンスルホン酸塩からなる群から選ばれるアニオン界面活性剤、
　（Ｃ）合成ヘクトライト型粘土鉱物、
　（Ｄ）重量平均分子量１０００以上のポリエチレングリコール、及び
　（Ｅ）ホスホン酸系キレート剤
を含有し、
　（Ａ）と（Ｂ）との質量比が、（Ａ）/（Ｂ）＝100/1～3/1である液体洗浄剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ノニオン界面活性剤、
　（Ｂ）直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸
塩及びアルカンスルホン酸塩からなる群から選ばれるアニオン界面活性剤、
　（Ｃ）合成ヘクトライト型粘土鉱物、
　（Ｄ）重量平均分子量１０００以上のポリエチレングリコール、及び
　（Ｅ）ホスホン酸系キレート剤
を含有し、
　（Ａ）と（Ｂ）との質量比が、（Ａ）/（Ｂ）＝100/1～3/1である液体洗浄剤組成物。
【請求項２】
　（Ｃ）が、組成物の全量を基準にして、0.2～３質量％の量で含まれる請求項１記載の
液体洗浄剤組成物。
【請求項３】
　（Ａ）が、下記式（１）で表されるノニオン界面活性剤である請求項１又は２記載の液
体洗浄剤組成物。
　　　　　　　　　　Ｒ－Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n－Ｈ　　　　　　　　（１）
（式中、Ｒは直鎖もしくは分岐鎖状の炭素数１０～２０のアルキル基またはアルケニル基
である。ｎはエチレンオキサイドの平均付加モル数を示し、３～２６の数である。）
【請求項４】
　（Ｂ）が、炭素数8～16のアルキル基を有する直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、炭
素数10～20のアルキル基を有し、エチレンオキサイドの平均付加モル数が0.5～8であるポ
リオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、又は炭素数10～20のアルキル基を有するアル
カンスルホン酸塩である請求項１～３のいずれか１項記載の液体洗浄剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣料等の繊維製品に対して使用するのに好適な液体洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　衣料用液体洗剤は一般的に、洗浄主成分としてノニオン界面活性剤を含む。衣料用液体
洗剤を用いて繰り替えし洗濯を行うと、再汚染（一旦汚れを除いた繊維表面に再び汚れが
付着する現象）が問題となる。
　再汚染を防止する衣料用洗剤として、これまでに、ノニオン界面活性剤とアニオン界面
活性剤とを特定比率で組み合わせることで、再汚染防止性を高めた粒状洗剤組成物が知ら
れている（特許文献１）。
　５～５００ｎｍの粒子サイズを有する粒子（スメクタイト等）を添加することにより再
汚染を減少させる技術もまた知られている（特許文献２）。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－２２０４９９号公報
【特許文献２】特表２００３－５３１９５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、再汚染防止能と液安定性とを向上させた液体洗浄剤組成物を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らが鋭意検討した結果、特定比率のノニオン界面活性剤及びアニオン界面活性
剤に加え、ホスホン酸系キレート剤を含む液体洗浄剤組成物に、重量平均分子量が比較的
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大きいポリエチレングリコール及び合成ヘクトライト型粘土鉱物を組み合わせることによ
り、上記目的を達成できることを見出した。すなわち、本発明は、
　（Ａ）ノニオン界面活性剤、
　（Ｂ）直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸
塩及びアルカンスルホン酸塩からなる群から選ばれるアニオン界面活性剤、
　（Ｃ）合成ヘクトライト型粘土鉱物、
　（Ｄ）重量平均分子量１０００以上のポリエチレングリコール、及び
　（Ｅ）ホスホン酸系キレート剤
を含有し、
　（Ａ）と（Ｂ）との質量比が、（Ａ）/（Ｂ）＝100/1～3/1である液体洗浄剤組成物を
提供する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、再汚染防止能と液安定性とを向上させた液体洗浄剤組成物を提供する
ことができる。本発明の組成物はまた、綿布に対する柔軟性付与効果に優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
（Ａ）ノニオン界面活性剤
　ノニオン界面活性剤は、本発明の液体洗浄剤組成物の保存安定性（液安定性）及び洗浄
力の向上に有効である。
　本発明において使用できるノニオン界面活性剤としては、衣料用液体洗浄剤組成物に通
常使用されるものであれば特に制限なく使用することができる。一種単独で使用しても二
種以上を併用してもよい。二種以上を併用するのが好ましい。
【０００８】
　ノニオン界面活性剤としては、特に、下記式（１）で表されるノニオン界面活性剤が好
ましい。
　　　　　　　　　　Ｒ－Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n－Ｈ　　　　　　　　（１）
　式（１）中、Ｒは直鎖もしくは分岐鎖状の炭素数１０～２０、好ましくは１２～１８、
より好ましくは１２～１５のアルキル基またはアルケニル基である。Ｒは、皮脂汚れ洗浄
力の点から、炭素数１２～１５のアルキル基またはアルケニル基、特にアルキル基である
のがとりわけ好ましい。アルキル基は、直鎖でも分岐鎖でも良い。
【０００９】
　式（１）中、ｎはエチレンオキサイドの平均付加モル数を示し、３～２６、好ましくは
８～２０、より好ましくは８～１８の数である。
　式（１）で表されるノニオン界面活性剤は、高級アルコ－ルにエチレンオキサイドを、
アルカリ触媒等を用いた常法により付加反応させて得ることもできるし、市販品を使用す
ることもできる。高級アルコ－ルとしては、直鎖1級アルコ－ル、分岐1級アルコ－ル、直
鎖2級アルコ－ル等が挙げられる。
　その他のノニオン界面活性剤としては、炭素数８～１８のアルキル基を有し、グルコー
スユニットの平均付加モル数１～１０のアルキルポリグルコシド、炭素数８～１８のアル
キル基を有し、グリセリンユニットの平均付加モル数１～３のアルキルグリセリルエーテ
ル、炭素数１０～２０の脂肪酸ジエタノ－ルアミド等が挙げられる。
　組成物の全量に対して、（Ａ）ノニオン界面活性剤は、好ましくは１０～５０質量％、
より好ましくは２０～４０質量％の量で含まれるのが好ましい。（Ａ）の配合量がこの範
囲にあると、組成物の保存安定性が向上する。
【００１０】
（Ｂ）直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩
及びアルカンスルホン酸塩からなる群から選ばれるアニオン界面活性剤
　本願所定のアニオン界面活性剤は、本発明の液体洗浄剤組成物の再汚染防止性能の向上
に有効である。一種単独で使用しても二種以上を併用してもよい。
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　本発明で用いる直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩は、好ましくは炭素数8～16、より
好ましくは10～14のアルキル基を有する。
　本発明で用いるポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩は、好ましくは炭素数10～
20、より好ましくは10～18のアルキル基を有し、エチレンオキサイドの平均付加モル数は
好ましくは0.5～8、より好ましくは１～８である。アルキル基は直鎖でも分岐鎖でもよい
。
【００１１】
　本発明で用いるアルカンスルホン酸塩は、好ましくは炭素数10～20、より好ましくは１
０～１４のアルキル基を有する。2級アルカンスルホン酸塩が好ましい。
　成分Ｂの塩は、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属塩、モノエタノ－ルアミン、ジ
エタノ－ルアミン等のアルカノ－ルアミン塩を示す。
　組成物の全量に対して、（Ｂ）アニオン界面活性剤は、好ましくは1～10質量％、より
好ましくは1～5質量％であり、更に好ましくは2～5質量％の量で含まれるのが好ましい。
（Ｂ）の配合量がこの範囲にあると、再汚染防止能が高くなる。（Ｃ）成分の分散安定性
も良好である。
　本発明の組成物中、（Ａ）と（Ｂ）とは、質量比にして、（Ａ）/（Ｂ）＝１００／１
～３／１、好ましくは７０／１～３／１、より好ましくは６０／１～３／１なる比率で含
まれる。本発明で規定する下限以上にあると再汚染防止能が向上し、上限以下で、（Ｃ）
成分の分散安定性を満足するものとなる。
【００１２】
（Ｃ）合成ヘクトライト型粘土鉱物
　合成ヘクトライト型粘土鉱物は、本発明の液体洗浄剤組成物の再汚染防止性能の向上に
有効である。一種単独で使用しても二種以上を併用してもよい。
　本発明で使用する「合成ヘクトライト型粘土鉱物」は、合成により得られる物質で、ス
メクタイト群に属し、特定の層状構造を有するものである。３八面体型（トリオクタヘド
ラル型）の２：１層状ケイ酸塩で、層荷電０．６～０．２のものである。
　天然スメクタイト型粘土鉱物と比べ、科学的に純粋／高純度であり、クオーツや結晶性
シリカを含有していない。具体的には、天然物に多く含まれる不純物であるマンガンの量
が２０ｐｐｍ以下である。不純物量が低いことにより、組成物の液安定性が向上する。（
C）成分中のマンガン含有量の測定は、たとえば誘導結合高周波プラズマ分光分析（ＩＣ
Ｐ分光分析（ｉｎｄｕｃｔｉｖｅｌｙ ｃｏｕｐｌｅｄ ｐｌａｓｍａ ｓｐｅｃｔｒｏｍ
ｅｔｒｙ））により行うことができる。ＩＣＰ分光分析は、たとえば以下の手順で行うこ
とができる。まず、６０質量％硝酸水溶液（原子吸光用、関東化学（株）製）をイオン交
換水で希釈して５質量％硝酸水溶液を作成する。次に、（C）成分１．０ｇを５質量％硝
酸水溶液に添加し、１００ｍＬにメスアップし、得られた（C）成分含有溶液を用いてＩ
ＣＰ分光分析装置（ＯＰＴＩＭＡ５３００ＤＶ、（株）パーキンエルマー製）により、（
C）成分中に含まれるマンガン含有量を測定する。
【００１３】
　合成ヘクトライトとしては、市販のものが使用でき、たとえばロックウッドアディティ
ヴス（株）製のラポナイトＲＤ、ラポナイトＸＬＧ、ラポナイトＳ４８２等が挙げられる
。
　成分Ｃは、例えば粘土ハンドブック第二版（日本粘土学会編、技報堂出版株式会社（１
９８７年発行）、Ｐ１９３－２５６）記載の水熱合成等による方法、および特公昭６３－
６４８６号公報、特公昭４６－８１３号公報、特公昭５１－３３０８０号公報、特公昭６
１－１２８４８号公報、特許３４７９６７６号等の方法により合成することにより調製で
きる。
　組成物の全量に対して、（Ｃ）合成ヘクトライト型粘土鉱物は、好ましくは0.1～5質量
％、より好ましくは0.2～3質量％の量で含まれるのが好ましい。（Ｃ）の配合量がこの範
囲にあると、再汚染防止効果があり、かつ液安定性も良好である。
【００１４】
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（Ｄ）重量平均分子量1000以上のポリエチレングリコ－ル（PEG）
　重量平均分子量1000以上のPEGは、本発明の液体洗浄剤組成物の液安定性及び（Ｃ）成
分の分散性向上に有効である。一種単独で使用しても二種以上を併用してもよい。
　重量平均分子量は、1000～5000であるのが好ましく、より好ましくは1000～4000である
。なお、本明細書において重量平均分子量は、装置 ：ＬＣ－６Ａ（（株）島津製作所製
），検出器 ：ＲＩＤ－１０Ａ（（株）島津製作所製），カラム ：アサヒパックＧＦ－５
１０ＨＱ（直径７．６ｍｍ×長さ０．３ｍ；昭和電工（株）製），移動相 ：水流速 ：１
ｍＬ／ｍｉｎ温度 ：３０℃の条件の下、ゲル濾過クロマトグラフィにより測定できる。
　ポリエチレングリコールの主な市販品としては、例えば、日油社のPEG＃１０００、PEG
＃１５００、PEG＃２０００、PEG＃３０００、PEG＃４０００、三洋化成社のPEG－１００
０、PEG－１５００、PEG－１５４０、PEG－２０００、ＰＥＧ－４０００Ｎ、ライオン社
のPEG ＃1000、PEG ＃1500、PEG ＃1540、PEG ＃4000等が挙げられる。これらの何れを使
用しても同様の効果が得られる。
　組成物の全量に対して、（Ｄ）は、好ましくは0.1～15質量％、より好ましくは0.5～10
質量％の量で含まれるのが好ましい。（Ｄ）の配合量がこの範囲にあると、液外観が良好
で、かつ液安定性も良好である。
【００１５】
（Ｅ）ホスホン酸系キレート剤
　ホスホン酸系キレート剤は、本発明の液体洗浄剤組成物の液安定性及び（Ｃ）成分の分
散性向上に有効である。一種単独で使用しても二種以上を併用してもよい。
　本発明において使用できるものとしては、具体的には、エタン－１，１－ジホスホン酸
、エタン－１，１，２－トリホスホン酸塩、１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン
酸（ＨＥＤＰ）、エタンヒドロキシ－１，１，２－トリホスホン酸、エタン－１，２－ジ
カルボキシ－１，２－ジホスホン酸、メタンヒドロキシホスホン酸、ニトリロトリメチレ
ンホスホン酸、エチレンジアミンテトラキスメチレンホスホン酸等の有機ホスホン酸誘導
体が挙げられる。これらの中でも、１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸、エチ
レンジアミンテトラキスメチレンホスホン酸が好ましく、特に１－ヒドロキシエタン－１
，１－ジホスホン酸が好ましい。
　１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸の主な市販品としては、例えばオルブラ
イトウィルソン社の製品名ＢＲＩＱＵＥＳＴ　ＡＤＰＡ、キレスト社の製品名キレストＰ
Ｈ－２１０、モンサント社の製品名ＤＥＱＵＥＳＴ　２０１０等が挙げられる。これらの
何れを使用しても同様の効果が得られる。
　組成物の全量に対して、（Ｅ）は、好ましくは0.01～0.2質量％、より好ましくは0.01
～0.1質量％の量で含まれるのが好ましい。（Ｅ）の配合量がこの範囲にあると、液外観
が良好で、かつ液安定性も良好である。
【００１６】
任意成分
　本発明の液体洗浄剤組成物には、必要に応じてその他任意成分を配合することができる
。具体的には、エタノール等のアルコール、エチレングリコール、プロピレングリコール
、ポリプロピレングリコール等のグリコ－ル系溶剤が挙げられる。この中でもエタノール
が好ましい。
　また、抑泡剤として、C8～C22脂肪酸を0～1％含有して良い。
　さらに、洗浄力向上を目的として、リパ－ゼ、セルラ－ゼ、アミラ-ゼ、プロテア－ゼ
等の酵素を0～1質量％、酵素安定化を目的として、ホウ酸、ホウ砂、蟻酸又はその塩、塩
化カルシウム・硫酸カルシウム等のカルシウム塩類0～3質量％、風合い向上を目的として
、ジメチルシリコ－ン、ポリエ－テル変性シリコ－ン、アミノ変性シリコ－ン等のシリコ
－ンを0～5質量％、白色衣料の白度向上を目的として、ジスチリルビフェニル型等の蛍光
剤を0～1質量％、液体洗浄剤組成物の着色を目的として、酸性染料等の色素を0.0001～0.
001質量％、香気安定化を目的として、ジブチルヒドロキシトルエン等の酸化防止剤を0.0
001～0.5質量％、防腐性を目的として、ケ－ソンCG/ICP等の抗菌剤を0～0.05質量％配合
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香料成分、溶剤及び安定化剤を含有する香料組成物等が挙げられ、本発明の液体洗浄剤組
成物中に0.01～1質量％配合することができる。
　さらに、ｐH調整剤として、硫酸、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム等の無機酸及び
無機塩基を配合することができ、本発明の液体洗浄剤組成物のｐHとしては、皮脂汚れ洗
浄力、保存後の洗浄力維持の観点から、6.0～11.0が好ましい。
【００１７】
　本発明の液体洗浄剤組成物は、水性組成物であり、上記（Ａ）～（Ｅ）成分及び必要に
より任意成分を水でバランスすることにより調製することができる。使用するバランス水
は、精製水またはイオン交換水が望ましい。
　本発明の液体洗浄剤組成物は、汚れに直接塗って使用することもできるし、水に溶かし
て衣類を浸漬して使用することもできる。また、洗濯前処理剤として塗布後に適宜放置し
て、その後、アニオン界面活性剤を含有する洗濯液とともに洗浄しても良い。
【実施例】
【００１８】
　実施例及び比較例の液体洗浄剤組成物を調製するのに用いた成分を以下に示す。
〔成分（Ａ）〕
Ａ－１：アルコールエトキシレート
　Ｃ１２，１４アルコール（炭素数１２のアルコールと炭素数１４のアルコールとの質量
比で７１／２９の混合物、分岐率１０質量％（商品名ＣＯ－１２１４、Ｐ＆Ｇ製））２２
４．４ｇ、３０質量％ＮａＯＨ水溶液２．０ｇを、耐圧型反応容器中に採取し、容器内を
窒素置換した。
　次に、温度１００℃、圧力２．０ｋＰａ以下で３０分間脱水してから、温度を１６０℃
まで昇温した。アルコ－ルを撹拌しながら酸化エチレン（ガス状）７５９．５ｇを、吹き
込み管を使って、反応温度が１８０℃を超えないように添加速度を調整しながらアルコ－
ルの液中に徐々に加えた。
　酸化エチレンの添加終了後、温度１８０℃、圧力０．３ＭＰａ以下で３０分間熟成した
後、温度１８０℃、圧力６．０ｋＰａ以下で１０分間未反応の酸化エチレンを留去した。
　次に、温度を１００℃以下まで冷却した後、反応物の１質量％水溶液のｐＨが約７にな
るように、ｐ－トルエンスルホン酸（７０質量％）を加えて中和し、Ａ－１を得た。
【００１９】
　Ａ－２：アルコールエトキシレート
　Ａ－１の合成方法において、Ｃ１２，１４アルコールに代えて、Ｃ１２，１３アルコー
ル（炭素数１２のアルコールと炭素数１３のアルコールとの質量比で５５／４５の混合物
、分岐率５０質量％、商品名「Ｓａｆｏｌ２３アルコ－ル」、Ｓａｆｏｌ製））２２４．
４ｇと、酸化エチレン（ガス状）７６３．４ｇとを用いた以外は、Ａ－１の合成方法と同
様の方法により合成した。
【００２０】
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【表１】

【００２１】
　上に示した成分を用い、下記表３に示す組成に従って実施例及び比較例の液体洗浄剤組
成物を調製した。調製した液体洗浄剤組成物の再汚染防止能及び液安定性を、以下のよう
にして評価した。結果を表３に示す。
〔再汚染防止効果の評価〕
　１）評価布の調整（前処理）
　二槽式洗濯機（製品名：CW-C30A-H、三菱電機製）を用いて、B.V.D肌シャツ（株式会社
フジボウアパレル）１ｋｇを、ノニオン界面活性剤の２０質量％水溶液（洗剤の標準仕様
濃度）にて、４０～５０℃の水道水で２回繰り返し洗濯を行った後、常温の水道水で充分
すすぎ、室温で乾燥して評価布を調整した。
　なお、上記の前処理は、浴比３０倍、洗濯条件：洗濯１０分間→注水すすぎ１０分間の
２回繰り返し、ノニオン界面活性剤としてラウリルアルコール１モルあたり平均１５モル
の酸化エチレンを付加させたアルコールエトキシレート（商品名：LMAO、ライオンケミカ
ル製）を用いて行った。
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　２）再汚染度の評価
[使用試験の方法]
　各例の液体洗浄剤組成物を容器（容量１０００ｍLのポリエチレン容器に収納した評価
用の洗剤と、前記評価布とを、各家庭に渡し、通常の洗濯の際に評価布を一緒に洗濯して
いただき、当該評価布を２０回繰り返して洗濯した時点で回収する使用試験を行った。
　かかる使用試験は、評価用の洗剤１サンプルにつき２０の家庭（たとえば、洗剤４サン
プルならば８０の家庭）で行った。
　また、洗濯の際、洗濯機のタイプとしてドラム式洗濯機を用いること、柔軟剤製品（そ
の種類は限定せず）を用いること、を条件とした。
【００２２】
[再汚染度ΔZの測定]
　再汚染度ΔZの測定は、以下のようにして行った。
　各家庭における使用試験の開始前の評価布をブランク（対照）とした。
　このブランクの評価布と使用試験で回収した評価布について、測色色差計（日本電色工
業株式会社製　1001-DP、レンズ30φ）を用いてZ値（反射率）を測定した。この際、評価
布に含まれる蛍光剤の影響を遮断するフィルターを装着した。
　評価布である肌シャツの前身ごろ四隅と後見ごろ中央１箇所との計５箇所を測定部位と
して、それらの平均値を各評価布のＺ値とした。これらのＺ値から、以下に示す式よりΔ
Ｚを求めた。
　ΔＺ＝（ブランクの評価布のＺ値）－（使用試験後の評価布のＺ値）
　全20家庭から回収された評価布におけるΔＺ値のうち、最大値と最小値を除いた、残り
18家庭のΔＺ値の平均値をその評価布の再汚染防止度ΔZとし、表２に示す基準で再汚染
の防止効果を評価した。
【００２３】
【表２】

【００２４】
〔液安定性〕
　洗浄剤５０ｍＬをガラス容器に充填し、５０℃の条件下で４週間保管した後の液外観を
以下の基準で目視判定した。
　　評価基準：
　　　　○：均一透明液体
　　　　×：分離・白濁・沈殿
【００２５】



(9) JP 2009-191128 A 2009.8.27

10

20

30

40

【表３】



(10) JP 2009-191128 A 2009.8.27

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ１１Ｄ   1/72     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ   1/72    　　　　          　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/37     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ   3/37    　　　　          　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/36     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ   3/36    　　　　          　　　　　

(72)発明者  尾上　弘樹
            東京都墨田区本所１丁目３番７号　ライオン株式会社内
(72)発明者  神藤　宏明
            東京都墨田区本所１丁目３番７号　ライオン株式会社内
Ｆターム(参考) 4H003 AB14  AB19  AB27  AB31  BA12  DA01  EA27  EB14  EB24  EB36 
　　　　 　　        FA06  FA10  FA37 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

